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えば思慮不足というより、無礼な言葉を選んでしまった。
すると、村上先生はすこしニコリとされ、「そう？　もしこういうのが好
きなら、銀座のトラヤさんで買えるよ。」と教えてくださったのだ。私とし
ては、普段廊下でお会いしたときのように、表情を崩さないまま頷かれると
か、一言お礼でもおっしゃって沈黙されるといった展開を想定していたため、
少々狼狽した。
その後、最上階に着くまでの間ひとしきりトラヤの話をさせていただいた
のだが、私にとって帽子といえば学校の体育か農作業をするときに被ったく
らいで、まったくの初心者である。話題の選択を誤ったと少し後悔したもの
の、村上先生は、いつもの真面目な顔で、トラヤさんで売っている帽子の説
明をしてくださった。
エレベーターを降りた後、早速自分の研究室のパソコンで、「銀座」、「ト
ラヤ」と検索してみると、トラヤ帽子店という、オーダーメードを中心に扱
う老舗の帽子店であることを知った。私は、嬉しそうにお店のことを教えて
くださったことを少しだけ意外に感じていた。
その後村上先生と学内の研究会等でご一緒する機会も増えていったが、村
上先生はいつも、穏やかに、しかし相手をまっすぐ見て議論を交わされてお
り、ときには報告の後コンコンと机をノックし、「ドイツではね、こうやっ
て賛意を示すんだよ。」と笑顔で教えてくださったこともあった（念のため
書いておくが、私の報告のときではない。）。
村上先生が本学の専任教員としてご退職となり、終身教授になられた後も、
村上先生がご自分の研究室にいらっしゃったときにお会いする機会は多々あ
った。村上先生は自身で車を運転されて大学に来ることが多かったようであ
る。そのときの村上先生は、スーツのときもあればジャケットのときもあっ
たが、いつもまっすぐに前を向いて歩かれ、私が挨拶すると軽く会釈を返し
てくださるのは、以前となんら変わることはなかった。
しかし、いつの頃からか村上先生を大学でお見掛けする機会が減っていき、
人づてに体調を崩されているらしいことを聞いた。そしてその後、村上先生
の訃報を平成 29（2017）年の冬に新聞報道で突然知ることになった。
村上先生の訃報を聞いたとき、私は、エレベーターでお話しさせていただ
いたときの村上先生のお顔を、なぜか思い出した。まっすぐに相手を見つめ
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る顔である。
村上先生は、精緻な分析と新しい視点で研究に取り組まれていたが、村上
先生のその姿勢は、単に学問が好きいうわけではなく、他者そのものと、多
様な他者が共存する社会への強い関心と愛情によるものではないだろうか。
今さらながら思うに、村上先生は、学問研究の場でも、学問研究以外の場
でも、決して権威的な言動をされたことがなかった。そして、その知見を常
に真摯に提示してくださった。そうであるにもかかわらず、私は自分の中で
勝手に作り上げた「学問の大家としての村上先生」という神話の構造を通し
てしか、そこにいらっしゃる村上先生を見ていなかったのであろう。先生は
私のその至らなさを知っていながら、そのままの私と向き合ってくださって
いたのだろうと思う。
村上先生と同じ大学で過ごせた幸運な期間に、そこにいる人と社会を泰然
と観察し分析する姿勢に気づけなかった己の至らなさは悔やんでも悔やみき
れない。
私は、村上先生を、比類ない学問業績を残された大学者としてだけでなく、
銀座のトラヤを教えてくださったときの、黒いハンチングを被って微笑まれ
たお顔とともに思い出すのである。
（かつまた・ひろふみ　桐蔭横浜大学法学部教授）
